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１.環境影響評価の流れ
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２.地域特性の概要（自然的状況）

内容項目

・気象
（平均降水量、平均気温、平均風速、最多風向、日照時間）

気象

大気環境
の状況

地
域
の
自
然
的
状
況

・大気質
（NO2、NOX、SPM、PM2.5、光学オキシダント、ダイオキシン類）

大気質

・自動車騒音及び一般環境騒音騒音

・文献なし振動

・旭川の流域面積、流量及び流況水象

水環境の
状況

・水質
（健康項目、生活環境項目、ダイオキシン類、全窒素及び全リン、pH、
BOD75％値）

水質

・底質
（ダイオキシン類）

底質

・土壌及び地盤の分布状況土壌及び地盤の状況

・地形及び地質の分布状況、重要な地形・地質地形及び地質の状況

・動物の生息状況、重要な種
（哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、魚類、昆虫類、底生動物、陸産貝類）

動物
動植物の
生息又は
生育、植
生及び生
態系の状
況

・植物の生育状況、重要な種
（種子植物・シダ植物、付着藻類、蘚苔類）

植物

・現存植生の状況植生

・注目種等とその生息・生育環境
（陸域、河川域）

生態系

・主要な自然景観資源の分布状況景観景観及び
人と自然
との触れ
合いの活
動の状況

・人と自然との触れ合いの活動の場の分布状況人と自然との
触れ合いの
活動の場

・一般環境中の放射性物質の状況一般環境中の放射性物質

地域の自然的状況の確認範囲
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地域の自然的状況の確認項目

自然的状況の
把握範囲



２.地域特性の概要（社会的状況）

社会的状況の
把握範囲
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内容項目

・関係市町村の人口、産業別就業人口人口及び産業の状況地
域
の
社
会
的
状
況

・土地利用の状況、土地利用計画、主要な事業計画土地利用の状況

・利水の状況、漁協権の設定状況河川、湖沼及び海域の利用並びに地
下水の利用の状況

・道路網、鉄道、交通量の状況交通の状況

・学校、保育所、病院、福祉施設、図書館
・住宅の配置の概況

学校、病院その他の環境の保全につ
いての配慮が特に必要な施設の配置
の状況及び住宅の配置の概況

・上下水道の整備状況
・汚水処理の状況

下水道の整備の状況

・環境基本法に基づく環境基準
・ダイオキシン類対策特別措置法に基づく環境基準
・大気汚染に係る規制
・騒音、振動に係る規制
・悪臭に係る規制
・水質汚濁に係る規制
・ダイオキシン類に係る規制
・土壌の汚染に係る規制
・日照に係る規制
・環境基本法に基づく公害防止計画の内容
・条例等に基づく環境保全計画等の内容
・自然公園法、自然公園条例に基づく指定状況
・自然環境保全法、自然環境保全条例に基づく指定状況
・世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約
・都市緑地法に基づく緑地保全地域等の指定状況
・種の保存法に基づく生息地等保護区の指定状況
・鳥獣保護法に基づく鳥獣保護区等の指定状況
・ラムサール条約に基づく指定状況
・文化財保護法等に基づく文化財、史跡、名勝又は天然記念
物等の指定状況
・都市計画法に基づく風致地区の指定状況
・その他の法律による区域等の指定状況

環境の保全を目的として法令等により
指定された地域その他の対象及び当
該対象に係る規制の内容その他の状

況

・産業廃棄物その他

地域の社会的状況の確認項目地域の社会的状況の確認範囲



旭川ダム再生事業における環境影響評価の項目（案）

※ ダム事業に係る環境影響評価の項目並びに当該項目に係る調査、
予測及び評価を合理的に行うための手法を選定するための指針、
環境の保全のための措置に関する指針等を定める省令（平成十年
厚生省・農林水産省・通商産業省・建設省令第一号）別表第一
参考項目（第二十一条関係）をもとに作成。

３.環境影響評価の項目




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４.現地調査・予測評価範囲

旭川ダムの集水域
（約114,000ha）

旭川ダムから下流
における集水域
（約181,000ha）

約1.6A

クラレ取水堰
（潮止堰）

現
地
調
査
及
び
予
測
評
価
範
囲

集水域の比較
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調査年
項目

R8R7R6R5R4R3R2

５.調査工程と予定
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６.堤体周辺・下流域調査 結果概要
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■主な調査結果

（1）大気質
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■主な調査結果

騒音、振動調査地点

（2）騒音・振動レベル

６.堤体周辺・下流域調査 結果概要
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水質調査地点

■主な調査結果

•

•

•

（3）水質

６.堤体周辺・下流域調査 結果概要
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（4）動物・植物・生態系

動物・植物・生態
系調査地点

６.堤体周辺・下流域調査 結果概要
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※貴重種保護の観点から未掲載



（4）動物・植物・生態系

確認された重要種、確認状況重要種数確認種数分類

•
•
•

確認状況分類項目

６.堤体周辺・下流域調査 結果概要
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（5）景観・人と自然との触れ合いの活動の場

景観・人触れ調査
地点

６.堤体周辺・下流域調査 結果概要
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（5）景観・人と自然との触れ合いの活動の場

６.堤体周辺・下流域調査 結果概要
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（1）予測・評価・保全措置の流れ

７.予測・評価の方針

•
•
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















（2）予測及び評価の手法

７.予測・評価の方針
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

７.予測・評価の方針
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


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



７.予測・評価の方針
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







７.予測・評価の方針
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







７.予測・評価の方針
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







７.予測・評価の方針

20











７.予測・評価の方針
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
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

７.予測・評価の方針
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





７.予測・評価の方針
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









７.予測・評価の方針
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７.予測・評価の方針
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７.予測・評価の方針
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７.予測・評価の方針
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
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７.予測・評価の方針
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７.予測・評価の方針
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７.予測・評価の方針







30



７.予測・評価の方針
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７.予測・評価の方針
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７.予測・評価の方針
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７.予測・評価の方針
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７.予測・評価の方針
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７.予測・評価の方針
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７.予測・評価の方針
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